
『
太
平
記
』

巻
四
を
め
ぐ
る
諸
本
の
構
想
と
構
成

『
太
平
記
』
巻
四
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
討
幕
計
画
が
再
び
挫
折
し、

笠
置
落
城

の
後
、
関
東
方
に
よ
る
戦
後
処
理
と
し
て
の
死
罪
・
流
刑
が
語
ら
れ
る
巻
で
あ

る
。
乙
の
巻
四
の
構
成
を
、
流
布
本
(
慶
長
八
年
古
活
字
本
を
底
本
と
す
る
日

本
古
典
文
法
夫
系
本
に
よ
る
。
以
下
、
特
に
注
記
し
な
い
場
合
の
「
流
布
本
」

は
、
乙
れ
を
指
す
)
を
中
心
と
し
て
、
他
の
四
本
と
の
比
較
を
表
に
す
る
と
、

表
付
の
よ
う
に
な
る
。

そ
の
中
で
、
流
布
本
の
①
か
ら
③
ま
で
の
章
段
に
相
当
す
る
内
容
に
つ
い

て
、
処
罰
等
の
対
象
と
な
っ
た
人
物
を
、
流
布
本
の
順
序
に
従
っ
て
要
約
し
た

も
の
が
表
同
で
あ
る
。

西
源
院
本
を
除
く
四
本
で
は
、
採
り
上
げ
ら
れ
る
人
物
の
順
序
等
に
多
少
の

差
は
あ
る
・
も
の
の
、
概
観
す
れ
ば
、
ま
ず
後
醍
醐
天
皇
の
家
臣
遥
に
つ
い
て
の

処
罰
、
続
い
て
皇
子
四
人
の
流
刑唯
一
寸
が
語
ら
れ
る
。

し
か
も
、
一
見
し
た
と
ζ

ろ
、
そ
れ
は
、
入
名
列
記
に
似
た
構
成
を
と
り
な
が
ら
、
単
な
る
記
録
に
と
ど

谷

伊

雄

太

垣

ま
ら
ず
、
和
歌
を
ち
り
ば
め
た
哀
話
を
適
宜
配
す
る
事
な
ど
に
よ
っ
て
、
敗
れ

た
後
醍
醐
天
皇
方
の
人
々
の
悲
嘆
に
、
作
者
が
身
を
寄
せ
る
形
で
語
ら
れ
、
最

終
的
に
は
、
敗
者
側
の
中
心
人
物
た
る
先
帝
(
後
醍
醐
天
皇
)
の
隠
岐
配
流
を
、

長
文
の
呉
越
合
戦
故
事
を
引
用
し
つ
つ
、
同
情
的
に
畳
間
っ
て
い
く
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
と
の
点
に
関
し
て
は
、
夙
に
、
『
増
鏡
』
と
の
比
較
等
に
基
づ
い
て
、

(注
1
)

巻
四
の
構
成
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
、
鈴
木
登
美
恵
氏
の
卓
見
に
充
ち
た
御
論

考
も
あ
る
。

次
に
、
表
同
の
内
容
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
流
布
本

を
基
準
に
し
て
考
え
た
場
合
、
皇
子
達
の
流
罪
等
を
前
半
に
配
置
し
た
西
源
院

本
に
、
大
き
な
差
違
が
見
ら
れ
る
。
西
源
院
本
に
は
①
⑬
⑬
が
な
く
、
③
の
藤

一一民
の
悲
恋
哀
話
に
笠
場
す
る
女
房
名
を
「
中
宮
輔
御
局
」
と
す
る
(
流
布
本
で

は

「左
衛
門
佐
局
」
)
。
⑫
の
峯
僧
正
俊
雅
(
春
雅
と
も
書
く
)
の
配
流
地
に
つ

い
て
、
玄
玖
本
・
党
舜
本
・
流
布
本
が
、
対
馬
国
か
ら
長
門
国
に
変
更
に
な
っ

た
事
を
記
す
の
に
対
し
、
西
源
院
本
(
義
輝
本
も
)
は
、
長
門
国
へ
の
配
流
の

み
を
記
す
。
そ
し
て
、
商
源
院
本
は
「
前
帝
之
御
外
戚
峯
僧
正
春
雅
ヲ
ハ
長
門

閣
へ
奉
ν
流
テ
、
探
題
ニ
被
ν
預
」
(
傍
点
筆
者
。
以
下
同
じ
。
義
輝
本
に
は
と
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表
付

富後皇i官i富i空r究 室
警御 流

害重付 二 金刑事霊布

本

ト一一。 。 。
呉越 俊 事 笠置囚

玄

人死 玖

罪流7之~J 本
。。 。 。。

呉越和田 前帝遷 奉流 寓m. 
西

事闘三備後 事幸井 事宮々 小路大
源、

i 郎 皇i参 L 銚E 卿軍
院

本

o 0 0 0 0 0 0 0 

量ii歎事俊世 話:m 党

舜

本
王

御事

00000000  。

iijiijiij 
義

輝

事居 支支幸啓事行 配流事
本

の
傍
点
部
分
は
な
い
)
と
記
し
、
俊
雅
の
扱
い
が
一

般
的
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
乙
と
を
語
っ
て
い
る
。

次
に
党
舜
本
を
見
る
と
、
④
の
殿
法
印
良
忠
に
関
す
る
記
事
が
な
い
(
義
輝

本
も
)
。
良
忠
は
、
捕
縛
さ
れ
尋
問
を
受
け
た
際
に
も
、
自
分
遥
の
行
為
の
正

当
性
を
堂
々
と
論
じ
、
そ
の
た
め
六
波
羅
側
と
し
て
も
評
定
が
な
か
な
か
決
定

せ
ず
、
結
局
「
法
印
ヲ
パ
五
篠
京
極
ノ
響
、
加
賀
前
司
ニ
預
ラ
レ
テ
禁
館
シ
、

重
テ
関
東
ヘ
ゾ
被
ニ
注
進
国
ケ
ル
」
(
流
布
本
に
よ
る
。
他
本
も
ほ
ぼ
同
文
)
と

い
う
事
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
帝
側
の
立
場
を
公
然
と
、

い
わ
ば
論
理
的
に
弁
護
す
る
良
忠
が
、
巻
四
の
中
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
か
否
か

は
、
巻
四
の
巻
末
に
世
か
れ
た
作
者
の
批
評
と
対
応
さ
せ
て
み
て
も
、
作
品
の

構
成
・
作
者
の
論
理
を
窺
う
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

党
舜
本
は
、
③
に
つ
い
て
は
、
源
具
行
に
対
す
る
瞥
固
役
佐
々
木
道
誉
の
恩

愛
、
お
よ
び
具
行
の
斬
首
後
、
道
誉
が
そ
の
菩
援
を
弔
っ
た
記
事
が
な
く
、
具

行
の
辞
世
の
頒
も
斬
首
の
日
付
も
記
さ
な
い
。

(注
2
)

次
に
義
締
本
を
見
て
み
よ
う
。
①
の
足
助
重
範
は
、
巻
一
の
無
礼
講
を
装
つ

て
の
討
幕
計
画
の
段
階
か
ら
参
画
し
て
い
た
と
は
い
え
、
一
地
方
武
士
に
す
ぎ

な
い
。
そ
の
彼
が
、
巻
四
の
は
じ
め
に
お
い
て
、
何
故
ま
ず
六
条
河
原
で
首
を

例
ね
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
事
情
は
、
他
本
で
は
語
ら
れ
て
は
い
な

い
。
と
と
ろ
が
、
義
輝
本
は
「
是
笠
置
ノ
城
-
一
テ
大
矢
ヲ
射
テ
、
イ
カ
メ
ジ
ク

行
跡
タ
リ
シ
其
故
ト
ソ
問
シ
」
と
諮
る
の
で
あ
る
。
巻
三
の
笠
置
合
戦
で
活
躍

内
ノ
白
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し
た
た
め
に
、
い
わ
ば
見
せ
し
め
的
に
最
初
に
処
刑
さ
れ
る
重
範
の
運
命
は
、

(注
3
)

巻
一
に
お
い
て
、
土
岐
頼
員
の
返
り
忠
に
よ
っ
て
自
害
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
多

す治
る見
人因
物長~
形(工
象彼、J

とも
日 一寸

え無
よ~ネL
う官議

か
り

参
画
し
て

た

の
場
合
な
ど
と
も
対
応

表
白
流
布
本
(
上
段
は
人
物
、
下
段
は
処
罰
内
容
。
下
欄
四
本
の
数
字
は
流
布
本
の
数
字
に
よ
る
。
)

鰐丘
中里助
納小次
言路郎
具大重
行納範
卿言
宣
房
卿

ぢ否否@
タ侍平殿
大従宰法
納中相印
言納成良
師言輔忠
賢公
卿明
卿

5jiJ 
当
実
世
卿

⑮⑭⑬⑫実⑩宙実
画実富者南葉納宮
中宮の正院大言大
詰 宮俊僧納藤進
雅正言房季

親 聖公房
王 尋敏

卿

布
。
妙
法
院
ニ
品
親
王

六
条
河
原
で
斬
首
と
決
定
。

子
息
二
人
の
罪
科
に
よ
っ
て
逮
捕
、
囚
人
同
様
の
処
遇
。

佐
々
木
道
誉
が
響
因
し
て
鎌
倉

へ
。
六
月
十
九
日
、
近
江
柏
原
に
て
斬

首
と
な
る
。

六
波
羅
に
て
尋
問
さ
れ
、
加
賀
前
司
に
預
け
ら
れ
禁
飽
と
な
る
。

河
越
円
重
が
具
足
し
て
鎌
倉
へ
。
途
中
の
相
模
早
河
尻
に
て
斬
首
。

赦
免
が
変
更
、
波
多
野

・
佐
々
木
に
預
け
ら
れ
、
帰
宅
な
ら
ず
。

下
総
国
へ
配
流
、
千
葉
介
に
預
け
ら
れ
る
。
や
が
て
許
さ
れ
て
剃
髪
、

の
ち
円
寂
。

常
陸
国
へ
配
流
、
長
沼
駿
河
守
に
預
け
ら
れ
る
。

常
陵
国
へ
配
流
、
小
田
民
部
大
輔
に
預
け
ら
れ
る
。

上
総
国
へ
配
流
。

下
総
国
へ
配
流
。

対
馬
国
が
変
更
と
な
っ
て
、
長
門
国
へ
配
流
。

但
馬
国
へ
配
流
、
守
護
大
田
判
官
に
預
け
ら
れ
る
。

幼
い
の
で
、
中
御
門
宣
明
郷
に
預
け
ら
れ
、
都
に
と
ど
ま
る
。

三
月
八
日
、
佐
々
木
時
信
を
箸
固
役
と
し
て
土
佐
の
畑
へ
配
流
、
有
井

三
郎
左
衛
門
尉
の
館
の
傍
の
一
室
に
迎
え
ら
れ
る
。

三
月
八
日
、
長
井
高
広
を
警
固
役
と
し
て
讃
岐
の
詫
間
へ
配
流
。

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
玖玄

本

6 5 4 3 9 8 7 12 14 13 16 15 2 西源本院、

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 3 2 1 党舜本

17 16 15 14 13 15 12 11 10 8 9 7 5 3 2 6 1 輝本義

。，“

Osaka Shoin Women's University Repository



- 28-

又
、
③
に
つ
い
て
の
義
嗣
仰
木
の
記
事
は
、
他
本
に
比
べ
て
少
な
く
、
柏
原
に

お
け
る
具
行
の
斬
首
さ
え
記
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
⑦
で
は
、
義
輝
本
だ
け
が
、
師
賢
の
「
北
の
肇
」
に
つ
い
て
記
し
、

和
歌
二
首
を
も
付
記
し
て
い
る
。
藤
一
房
の
場
合
に
お
け
る
「
佐
衛
門
佐
局
」
と

や
や
類
似
し
た
「
北
の
窒
」
の
設
定
は
、
乙
の
段
落
が
哀
話
と
し
て
語
ら
れ
よ

う
と
し
た
姿
を
示
し
て
い
る
と
は
い
え
、
「
和
漢
ノ
才
」
に
心
を
尽
し
、
・「
遠
流

ノ
刑
」
を
さ
ほ
ど
意
に
介
さ
ぬ
師
賢
の
人
物
像
か
ら
見
れ
ば、

必
ず
し
も
相
乗

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
③
③
の
順
序
に
つ
い
て
も
、
長
幼

の
序
で
言
え
ば
、
義
輝
本
の
よ
う
に
、
藤
一房
・
季
一房
の
順
で
採
り
上
げ
る
の
が

適
切
で
あ
ろ
う
が
、
引
き
続
き
藤
房
と
佐
衛
門
佐
局
と
の
哀
話
が
語
ら
れ
る
ζ

と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
、
他
本
の
よ
う
に
、
季
房
・
藤
房
の
順
と
な
っ
て
い

る
方
が
自
然
か
と
恩
わ
れ
る
。

⑬
で
按
察
大
納
言
公
敏
に
つ
い
て
「
小
山
判
官
預
リ
奉
テ
下
野
鼠
へ
下
向
セ

ジ
ガ
、
ヤ
カ
テ
出
家
ジ
給
ニ
ケ
リ
」
と
語
る
の
は
義
輝
本
の
み
で
あ
る
。
他
本

は
配
流
先
と
し
て
「
上
総
園
」
を
記
す
だ
け
で
あ
る
。
又
、
⑬
の
妙
法
院
の
配

流
に
続
け
て
、
⑫
と
し
て
「
左
兵
衛
替
鋳
明
モ
御
共
-
一
テ
同
園
へ
ソ
被
流
ケ

ル
」
の
一
文
を
載
せ
る
の
は
義
締
本
の
み
で
あ
る
(
『
花
園
天
皇
笈
記
』
元
弘

二
年
三
月
八
日
の
条
に
は

「
今
日
中
苔
王
妙
法
院
宮
雨
人
首
途
云
々
、
武
士
轡

困
如
例
、
骨
守
良
親
王
魚
明
一
人
供
奉
、
但
参
舎
欺
、
路
頭
不
見
云
々
」
と
あ

(注
6
)

る)。こ
う
い
う
、
⑬
や
⑫
の
よ
う
な
諸
本
に
よ
る
差
違
は
、
あ
る
い
は
依
拠
し
た

資
料
・
記
録
類
の
有
無
に
よ
る
も
の
か
と
も
思
え
る
が
、
即
断
は
許
さ
れ
な

'u 

④
⑫
に
つ
い
て
は
先
に
言
及
し
た
。
な
お
、
⑬
一
宮
の
配
流
記
事
が
一
部
重

複
す
る
形
で
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
義
輝
本
の
み
で
あ
る
。
義
輝
本
の
場

(注
L
i
l
l
i
-
-
I
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
1

合
、「
峯
ノ
僧
正
春
雅
O
長
門
図
へ
流
サ
レ
、

一
宮
中
務
卿
親
王
ヲ
ハ
土
佐
ノ

、畑
へ
流
奉
リ
、
第
四
宮
ヲ
ハ
・
:
:
第
九
宮
ヲ
ハ
:
:
:
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一

見
す
る
と
、
一
宮
以
下
、
皇
子
遂
に
つ
い
て
ま
と
め
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ

の
場
合
、
妙
法
院
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
な
い
不
自
然
さ
が
残
る
。
一
宮

・
妙
法

院
に
つ
い
て
は
、
意
段
を
改
め
て
詳
述
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
右
に
傍
線

を
付
し
た
箇
所
が
、
特
に
乙
乙
で
必
要
と
は
思
え
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
義
輝
本
は
、
雑
纂
的
側
面
を
持
っ
た
『
太
平
記
』
の
姿

を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
投
げ
か
け
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
玄
玖
本
を
見
て
み
よ
う
。
③
で
源
中
納
言
具
行
が
頒
を
書
き
斬
首
と
な

っ
た
「
六
月
十
九
日
某
」
と
い
う
日
付
が
、
玄
玖
本
に
は
な
い
。
し
か
し
、
次

項
の
殿
法
印
良
忠
逮
捕
の
日
付
が
「
向
廿

一
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
考

え
れ
ば
、
③
の
方
は
玄
玖
本
の
書
き
落
と
し
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
点
、
⑬
の
聖
尋
の
配
流
先
が
、
玄
玖
本
の
み

「下
野
国
」
と
な
っ
て
い
る
。

玄
玖
本
の
場
合
、
流
布
本
と
の
差
違
も
少
な
く
、
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
配
流

と
い
う
中
心
点
に
向
か
っ
て
、
段
階
的
に
集
約
さ
れ
て
行
く
よ
う
な
構
想
の
も

と
に
、
構
成
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

t

本
章
で
は
、
表
付
の
流
布
本
①
「
一
宮
井
妙
法
院
二
品
親
王
御
事
」
の
章
段
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に
つ
い
て
、
諸
本
の
範
囲
を
広
げ
て
、
や
や
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
流
布
本
の

(注
8
)

全
文
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
に
「
別
表
」
と
し
て
掲
げ
た
が
、
諸
本
の
差
違

〈注
9
)

に
つ
い
て
流
布
本
を
基
準
に
し
て
ま
と
め
た
表
同
を
A
項
か
ら
順
に
見
て
行
く

こ
と
と
す
る
(
な
お
、
表
同
の

B
J
I
が
、
別
表
の
①
l
③
に
相
当
す
る
)
。

A
項
の
O
印
は
、
流
布
本
の
よ
う
に
、
二
皇
子
の
配
流
に
つ
い
て
、
特
に
章

段
を
た
て
る
も
の
。
×
印
は
、
玄
玖
本
等
の
よ
う
に
(
表
付
参
照
)
、
「
笠
置
囚

人
」
の
中
に
二
皇
子
の
乙
と
も
含
め
て
い
る
も
の
。

ム
印
は
、

章
段
を
立
て
て

は
い
る
も
の
の
、

O
印
の
諸
本
と
異
な
る
「
奉
流
宮
々
事
」
と
い
う
章
段
を
立

表
同

て
、
一
宮
↓
妙
法
院
↓
第
四
宮
↓
第
九
宮
の
順
に
処
遇
を
語
る
二
本
で
あ
る
。

B
項
か
ら
I
項
ま
で
の

O
印
は
、
少
差
は
あ
っ
て
も
ほ
ぼ
同
文
と
見
倣
し
う

る
も
の
。

B
項
ム
印
の
三
本
に
つ
い
て
は
別
表
①
を
参
照
(
三
本
の
本
文
は
、

義
締
本
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
た
)
。
斜
線
を
付
し
た

正
木
本

・
西
源
院
本
は
、

二
皇
子
の
配
流
に
つ
い
て
は
語
る
も
の
の
、
兵
庫
に
お
け
る
和
歌
の
贈
答
記
事

等
が
な
い
。

(
と
れ
は
C
・
D
項
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
別
表
で

は
、
西
源
院
本
を
掲
げ
た
。
別
表
①
②
③
を
参
照
)
。

C
項
で
ム
印
を
付
し
た
諸
本
の
う
ち
、
天
正
本
・

義
輝
本

・
野
尻
本
に
つ
い

IIH G F E D C B A ， 、、 、、、、 、、、

先皇
諦地流 妙法院算

J.lJj 
妙法院 章段をれ 皇 宮

( 醍醐) 後帝

て 子 L 

lまの
、

産fこ詫
讃岐
傍 rl呂品ま. 兵庫 讃岐国

て
間 の の る 島

の
議地流走
lζ 畑

隠岐
の 詫 て lζ IC 

， 
， 

様 間 の 和
配流 配流

配流 子 ""-
の 畑 歌

e 
、

様 ""-の . 
lζ 子

贈答
ι 

決定

010101010101010101流布本(慶八古)
olololxlololololxl玄玖本
olololxlololololxl松井本
01010 x 101010101 x 神宮徴古館本
01010 x 101010101 x 東教大本
olololx 0101010 × 相承院本。lololx0101010 xl築田本
olololxlolojムlolxl今 川家本
010101当10101010101内閣文庫本
ム|当|え101ムkkl/Iム|正 木本
ム|当|え101ムkkklムl西源院本
01610lxlololololxl毛利 家本
olololxlololololol前回家本
。lololxlololololxl米沢本
ムlololxlololololol党舜本
ムlololxlololololol神宮文庫本
ム I ~ Iム Ixl ム|ム|ム|ム 1x 1天正本
ム I~ I ム 1x 1ム|ム|ム|ム101義輝 本
ム|ー|ム1x 1ム|ム|ム|ム101野 尻本
ololol ~ lololololol流布本(元八整)
010101010101610101太平記抜書
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て
は
、
別
表
②
を
参
照
。
今
川
家
本
の
場
合
は
、
別
表
②

t
③
の
流
布
本
に
傍

線
を
付
し
た
箇
所
が
「
同
シ
道
ニ
シ
モ
別
テ
御
下
ア
リ
ケ
レ
ハ
」
と
短
く
な
っ

て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
太
平
記
抜
書
の
場
合
は
、
別
表
②
の
流
布
本
に
波
線

を
付
し
た
文
を
欠
く
。

D
項
ム
印
に
つ
い
て
は
別
表
③
の
通
り。

E
項
ム
印
の
う
ち
、
正
木
本
・
西
源
院
本
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
二
皇
子
の

交
流
を
記
さ
な
い
た
め
、
章
段
の
冒
頭
か
ら
、
一
宮

・
妙
法
院
の
流
諦
地
の
叙

述
と
な
る

(E
項

・
G
項
は
、
あ
る
い
は

B
・
C
項
に
合
め
る
事
も
可
能
で
あ

る
が
、
続
け
て
流
諦
地
の
描
写
と
な
る
た
め
、
E
-
G
項
に
入
れ
た
。
別
表
④

⑥
参
照
)
。
他
の
三
本
に
つ
い
て
は
、
別
表
④
参
照
。

F
項
×
印
は
、
「

一
宮
ハ
漂
フ
浪
-一漕
レ
行
キ
、

身
ヲ
浮
舟
-
一
召
レ
テ、

土

佐
ノ
畑
エ
ト
赴
セ
給

へ
ハ
、
妙
法
院
ハ
是
ヨ
リ
引
別
レ
テ

:
:
・
」
(
玄
玖
本
に
よ

る
)
と
い
う
よ
う
に
、
E
か
ら
G
に
直
結
し
て
い
る
も
の
。
な
お
、

O
印
の
六

本
聞
に
は
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
事
を
確
認
し
て
お
き
た
い
(
別
表
⑤
参
照
)
。

な
お
、
F
お
よ
び

H
項
の
・
印
は
、
別
表
⑦
の
西
源
院
本
の
欄
に
掲
げ
た
千

日
護
摩
の
記
事
を
指
す
。
正
木
本
は
、
西
源
院
本
と
同
文
。
内
閣
文
庫
本
・
流

布
本
(
元
和
八
年
付
訓
仮
名
交
り
整
版
本
)
は
「
前
朝
御
錦
洛
」
で
始
ま
り
、

文
末
を

「千
日
カ
間
ソ
修
セ
ラ
レ
ケ
ル
」

(
内
閣
文
庫
本
に
よ
る
)
と
す
る
以

外
は
西
源
院
本
と
同
じ
で
あ
る
。

天
正
本

・
義
締
本

・
野
尻
本
も
、
や
は
り
千
日
護
摩
の
記
事
を
有
す
る
も
の

の
、
三
本
聞
に
差
が
あ
る
の
で
、
表
岡
と
し
て
掲
げ
る
事
と
す
る
。
三
本
の
う

ち
、
天
正
本
の
本
文
に
は
組
蹄
が
見
ら
れ
る
。

義
輝
本
と
野
尻
本
と
を
比
較
し

た
場
合
、
「
推
量
レ
テ
哀
也」

と
い
う
文
脈
に
つ
な
が
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、

や
は
り
流
諦
地
に
お
け
る

「浅
猿
敷
キ
賎
屋」

と
は
対
照
的
な
、

都
に
お
け
る

「
竹
苑
花
閏
ノ
玉
ノ
朔
」
と
い
う
語
句
を
も
っ
義
輝
本
の
方
が
、
人
物
・
行
動

の
哀
切
さ
を
強
調
す
る
語
り
と
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
よ
う
。

表
同

天

正

本

義

輝

本

野

尻

本

サ
レ
ト
モ
都
ヲ
御
出

一

サ
レ
ト
モ
都
ヲ
御
出

一

サ
レ
ト
モ
都
ヲ
御
出

ノ
日
ヨ
リ、

千
日
ノ
護
一
ノ
日
ヨ
リ
、
千
日
ノ
護
一
ノ
目
ヨ
リ
、
千
日
ノ
護

摩
ヲ
始
テ
、

一
人
ノ
御

一摩
ヲ
始
テ
、
一
人
ノ
御
一
摩
ヲ
始
テ
、

一
人
ノ
御

祈

ニ
被
誓
サ
セ
、
痛
哉
一
祈
ニ
誓
サ
セ
給
ケ
ル
ト

一祈

-一
番
サ
セ
給
ヒ
、
浅

竹
苑
花
閏
ノ
玉
ノ
瑚
ヲ
一ヵ
ャ
、
痛
哉
竹
苑
花
関
一
猿
敷
キ
賎
屋
ニ
遷
住
セ

立
ハ
ナ
レ
サ
セ
給
-
フ
ム

一
ノ
玉
ノ
瑚
ヲ
立
ハ
ナ
レ
一
給
へ
ハ

、
サ
コ
ソ
御
意

ト
推
量
レ
テ
哀
也

サ
セ
給
ヒ
、
浅
猿
敷
キ

一
ヲ
傷
シ
メ
サ
セ
給
ラ
ン

賎
屋
ニ
遷
住
セ
給
へ

ハ
一
ト
推
量
レ
テ
哀
也

サ
コ
ソ
御
意
ヲ
傷
シ
メ一

サ
セ
給
-フ
ン
ト
推
量
レ
一

テ
哀
也

こ
の
千
日
護
摩
の

一
文
が
、
内
閣
文
庫
本

・
元
和
八
年
整
版
本

で
は
、

F
項
の
末
尾
に
置
か
れ
、
他
の
五
本
で
は
、

H
項
の
末
尾
に
置
か
れ
て

い
る
。
前
者
の
場
合
、
千
日
護
摩
を
修
す
る
の
は

一
宮
と
な
り
、

後
者
の
場

合
、
妙
法
院
と
い
う
事
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
ι=p
え
ば
、
巻
一
「
儲
王
御

事
」
で、

「
総
角
ノ
御
時
ヨ
リ
妙
法
院
ノ
門
跡
ニ
御
入
室
有
テ
、
縛
氏
ノ
教
ヲ
受

注
(
凶
)

サ
セ
給
フ
」
と
記
さ
れ
た
妙
法
院
の
ζ

と
と
考
え
る
方
が
、
適
切
で
あ
ろ
う
。

と
と
ろ
で
、

ハU
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G
項
ム
印
の
う
ち
、
正
木
本
・
西
源
院
本
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
都
か
ら

直
ち
に
配
流
地
の
記
述
と
な
る
。
企
印
の
、
乙
の
二
本
の
み
が
、
宅
間
三
郎
と

い
う
人
名
を
記
す
(
別
表
⑥
参
照
)
。
天
正
本
・
義
輝
本
・
野
尻
本
の
ム
印
は
、

他
項
に
比
べ
れ
は
表
現
上
の
差
違
は
、
や
や
少
な
い
(
別
表
⑥
参
照
)
。

H
項
ム
印
の
う
ち
毛
利
家
本
は
、
流
布
本
・
冒
頭
部
(
別
表
①
参
照
)
の

「
固
定
モ
」
が
な
く
、
末
尾
に
「
此
有
様
ヲ
停
へ
承
テ
袖
ヲ
ヌ
ラ
サ
ヌ
者
ハ
無
カ

リ
ケ
リ
、
浅
増
ト
云
モ
ヲ
ロ
カ
也
」
と
い
う
一
文
が
加
わ
っ
て
い
る
。
天
王
本

・
義
締
本
・
野
尻
本
に
つ
い
て
は
別
表
⑦
の
通
り
。

-
項
ム
印
の
う
ち
、
正
木
本

・
西
源
院
本
は
、
表
H
H
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う

に
、
公
明
・
実
世
の
処
遇
を
語
っ
て
「
奉
流
宮
々
事
」
の
章
段
が
終
わ
り
、
新

し
い
章
段
(
表
付
参
照
)
が
「
前
帝
ヲ
ハ
承
久
之
例
ニ
任
テ
、
隠
岐
闘
へ
移
シ

進
ス
ヘ
キ
ニ
定
マ
リ
ニ
ケ
リ
」
と
い
う
文
で
始
ま
る
の
で
あ
る
。
党
舜
本

・
神

宮
文
庫
本
は
、
流
布
本
と
同
文
で
あ
る
が
、
「
先
皇
ヲ
パ
」
以
下
を
新
し
い
章

段
と
し
て
い
る
。
天
正
本

・
義
輝
本

・
野
尻
本
も
、
や
は
り
こ
と
か
ら
章
段
が

か
わ
る
。
表
現
上
の
差
迭
に
つ
い
て
は
別
表
③
を
参
照
。

引
き
続
き
表
回
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
こ
う
。
表
岡
は
、
表
日
と
異
な
り
、

諸
本
の
表
現
上
の
差
を
微
視
的
に
見
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
欄
に
掲
げ

た
流
布
本
(
別
表
参
照
)
の
表
現
と
同
じ
場
合
は

O
印
を
付
し
、
該
当
す
る
文

(
語
句
)
が
無
い
場
合
は
斜
線
を
付
け
た
。

①
の
×
印
は
「
一
宮
中
務
卿
親
王
尊
良
」
、
ム
印
は
「
一
宮
尊
良
親
王
」
。
正

木
本

・
西
源
院
本
の
欄
に
(
)
を
付
け
た
の
は
、

O
印
で
は
あ
る
も
の
の
、

文
脈
が
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
(
以
下
同
じ
)
。
な
お
、
内
閣
文
庫
本
は
、

「
親
」
字
の
右
側
に
「
尊
良
」
と
小
記
が
あ
る。

②
の
×
印
は
「
伏
ν
地
」
が
無
い
場
合
。

ム
印
を
付
し
た
天
正
本
の
「
天
地

ニ
仰
テ
」
で
は
意
味
不
明
に
な
る
。

③
の
×
印
は
「
御
瞥
固
ノ
武
士
共
」
と
、
接
頭
語
が
あ
る
場
合
。

④
の
×
印
は
「
妙
法
院
三
品
親
王
尊
澄
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
(
玄
玖
本
は

「
一
一
こ
字
を
削
っ
て
つ
こ
と
し
て
い
る
の
で
、
一
応
ム
印
と
し
た
)o
A
印
の

う
ち
、
毛
利
家
本
・
米
沢
本
・
党
舜
本
・
神
宮
文
庫
本
・
天
正
本
・
義
輝
本
・

野
尻
本
は
「
妙
法
院
三
品
親
王
」
、
正
木
本

・
西
源
院
本
は
「
第
二
宮
妙
法

院
」
、
太
平
記
抜
書
は
「
妙
法
院
二
品
親
王
尊
澄
」
と
し
て
い
る
。

⑤
の
×
印
は
「
同
ジ
道
ニ
ジ
モ
別
テ
」
、
ム
印
は
「
同
道
ニ
シ
テ
別
-
こ
。

③
は
X
印
の
玄
玖
本
の
み
が
、
和
歌
の
初
句
を
「
今
日
マ
テ
ハ
」
と
す
る
。

返
歌
の
「
明
日
ヨ
リ
ハ
」
と
の
呼
応
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い

と
も
言
え
よ
う
。
ム
印
は
別
表
の
よ
う
に
、
違
っ
た
和
歌
を
載
せ
て
い
る
。

⑦
の
×
印
は
、
「
是
モ
」
と
い
う
語
句
が
な
い
場
合
。
表
日
F
項
と
も
関
連

が
あ
り
、
「
土
佐
ノ
畑
」
に
つ
い
て
の
描
写
を
欠
く
玄
玖
本
等
が
、
「
讃
岐
ノ
詫

間
」
の
段
落
で
「
是
モ
」
と
記
さ
ぬ
の
は
、
乙
れ
は
こ
れ
で
正
し
い
と

言
え

る
。
ム
印
の
う
ち
、
今
川
家
本
は
「
是
」
の
み
、
天
正
本
・
義
輝
本

・
野
民
本

は
「
此
所
ハ
」
、
そ
の
他
の
五
本
は
「
海
遁
」
の
前
に
語
句
が
な
い
。

③
の
×
印
は
「
樵
歌
牧
笛
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
。
と
の
語
句
は
、
『
源
平

盛
衰
記
』
巻
十
「
有
王
硫
黄
島
に
渡
る
事
」
に
も
「
山
路
に
日
暮
れ
ぬ
れ
ど
も

樵
歌
牧
笛
の
音
も
な
く
」
な
ど
の
用
例
が
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
が
、
流
諦
地

の
地
理
を
考
え
れ
ば
、
「
漁
歌
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
野
尻
本
は

「
海
歌
」
と
す
る
。

q
J
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表
国

⑩ 先

安5富512毛 ⑥ 今 愛⑥ 名 ④ 妙法院 @ 警 ② 仰 ① 皇 て7 固
天伏 務卿宮中ア モ ノ

去F「呈 近海辺キ
ノ、 替

武士共同 フ
親ロ王ロロ
地

、ン ヌ 親
宿 同 王

L一一 リジ
な

ヲ道
し、._/

和 一、
歌
而
モ
lllJ 
ア

01010101010101010 。|流布本(慶八古)
。1x lolxl x 10 ムIxloxl玄玖本
xlxlo xlolo xlxlo xl松井本
xlxlo x 10101 x 1 x 10 xl神宮徴古館本
olxlolxlolxlxlxlxlxl東教大本
olxlxlxlolxlxlxlxlxl相承院本
。Ixlxlxlolxlxlxlxlxl築田本
ololxlムlolxlolxlxlol今川家本
olololololololxlolol内閣文庫本
ム。10101/1/lal/I/191正木本
ム。lolokklさkkl91西源院本
。0101ム10101ムlolxlol毛利家本
01ム101ム101ム10101001前田家本
010101ム10101ムIxlx01米沢本
010101ム 。101ム1010101焚舜本
010101ム0101ム1010101神宮文庫本
xl6101ム|ムklムklムiム|天正本
xlム101ム|ムklムI/Ixlム|義輝本
xlム161ム|ムklムklxl61野尻本
。[010101010101010101流布本(元八整)
010101010101ム1010101太平記抜書

③
の
×
印
は
、

「去
程
-
こ
と
し
て
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
配
流
決
定
の
話
に

入
る
も
の
。
表
同
の
I
項
に
関
連
し
て
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
章
段
を

改
め
る
本
も
あ
り
、
後
醍
醐
天
皇
を
「
笠
置
囚
人
」
の
一
人
と
し
て
列
記
的
に

捉
え
る
か
、
他
の
「
囚
人
」
達
と
は
異
な
る
大
き
な
存
在
と
し
て
捉
え
る
か
、

と
い
う
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
と
の
あ
と
に
、
後
醍
醐
天
皇
の
ー

法
体
拒
否
の
事
情
説
明
の
た
め
、
過
去
に
湖
及
す
る
形
で
俊
明
極
来
朝
説
話
が

挿
入
さ
れ
る
の
で
、
笠
置
落
城
後
の
敗
者
処
罰
の
話
と
先
帝
隠
岐
遷
幸
護
と
は

中
断
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

第

一
章
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、

敗
者
の
処
罰
が
漸
層
的
に
諮
ら
れ
て
、
や
が
て
そ
の
中
心
た
る
先
帝
(
後
醍
醐

天
皇
)
に
集
約
し
て
行
く
展
開
を
考
え
れ
ば
、

「去
程
ニ
」
と
い
う
語
句
で
、
い

よ
い
よ
中
心
人
物
に
つ
い
て
の
叙
述
に
移
る
事
を
意
識
す
る
段
階
を
経
て
、
次

に
は
、
新
し
く
章
段
を
立
て
る
l
i
ζ
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
る
と
考
え
て
も

良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ム
印
の
う
ち
、
前
回
家
本
は
「
其
比
」
と
し
「
比
」
字
の
右
に
「
程
ニ
」
と

川
}1

L
Hム

η
，u
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傍
書
す
る
。
天
正
本

・
義
輝
本
・
野
尻
本
は
、
別
表
③
の
よ
う
に
、
「
去
程
ご

と
は
あ
る
も
の
の
、
「
先
帝
」
に
直
接
つ
な
が
る
文
脈
で
そ
の
語
句
が
使
用
さ

れ
て
は
い
な
い
。

⑬
の
×
印
は

「
先
帝
」、

ム
印
は

「前
帝」。

こ
と
で
は
、
第
二
章
で
詳
し
く
は
言
及
し
な
か
っ
た
表
白
の
F
・
G
-
H項

に
関
す
る
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。

皇
子
達
の
中
で
、
幼
少
の
た
め
流
刑
と
は
な
ら
な
か
っ
た
第
九
宮
の
場
合
で

も
、
京
都
で
預
け
ら
れ
た
中
御
門
宣
明
と
の
和
歌
説
話
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
詳
し

く
語
ら
れ
、
記
述
の
少
な
い
第
四
宮
の
場
合
で
も
、
「
但
馬
園
へ
流
奉
テ
、
其

園
ノ
守
護
大
田
判
官
-一
預
-
フ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

先
帝
(
後
醍
醐
天
皇
)
の
場
合
に
な
る
と
、
替
固
役
と
し
て
の
千
葉
介
貞
胤

・
小
山
五
郎
左
衛
門

・
佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
道
誉
の
名
を
記
し
、
配
流
地
隠

岐
到
着
後
は

「佐
々
木
隠
岐
判
{
阜
良
清

(清
高
が
正
し
い
|
筆
者
注
)
、
府
ノ

嶋
ト
云
所
ニ
、

黒
木
ノ
御
所
ヲ
作
テ
皇
居
ト
ス
」
と
い
う
風
に
語
ら
れ
る
。

『
梅
松
論
』
を
見
て
も
、

「
隠
岐
園
ニ
遷
幸
成
奉
ベ
キ
ヨ
シ
治
定
ノ
問
、
御
所
以

下
用
意
ノ
篤
ニ
嘗
園
守
護
佐
々
木
隠
岐
守
清
高
先
立
テ
渡
海
ト
云
々
」
(
引
用

は
京
大
本
に
よ
る
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
梅
松
論
』
は
、
一
宮
・
妙
法
院
に
つ
い
て
は
「
翌
日
八
日
一
宮
ハ
讃
岐
、

妙
法
院
ハ
土
佐
へ
遷
ジ
奉
由
治
定
ノ
問
、
其
図
守
護
人
等
各
請
取
奉
」
と
、
配

流
先
に
つ
い
て
は
錯
誤
を
見
せ
つ
つ
も
、
二
皇
子
が
「
守
護
人
等
」
に
預
け
ら

れ
た
事
を
記
す
。

『
太
平
記
』
の
場
合
の
「
有
井
三
郎
左
衛
門
尉
」
「
宅
間
三
郎
」
が
、

「
守
護
人
等
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。

と
と
ろ
で
、
別
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
乙
の
章
段
は
、
母
を
同
じ
く
す

る
こ
皇
子
が
、
同
じ
四
国
(
『
梅
松
論
』
の
錯
覚
も
こ
の
辺
か
ら
来
た
も
の
で

あ
ろ
う
)
に
配
流
と
な
る
、
と
い
う
事
が
ま
ず
素
材
と
し
て
あ
り
、
「
配
所
ハ

共
ニ
四
国
」
と
骨
掛
さ
れ
た
時
に
、
兵
庫
で
の
和
歌
の
贈
答
と
い
う
語
り
が
生

じ
、
一
旦
は
「
諸
共
ニ
兵
庫
ノ
浦
-
こ
到
着
し
た
二
皇
子
が
、
再
び
別
れ
て

「
土
佐
ノ
畑
」
と
「
讃
岐
ノ
詫
間
」
と
へ
下
っ
て
い
く
、
と
語
る
事
に
よ
っ
て
、

哀
れ
さ
は
強
調
さ
れ
、
配
流
者
に
対
す
る
同
情
の
視
点
も
鮮
明
に
な
っ
て
行

く
。
と
と
も
に
、
も
う
そ
の
段
階
で
は
、
二
皇
子
が
誰
に
預
け
ら
れ
た
か
、
と

い
う
事
は
、
さ
ほ
ど
問
題
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。

表
現
上
の
多
少
の
差
は
あ
り
つ
つ
も
、
諸
本
全
部
に
共
通
す
る
段
落
と
し
て

の

「讃
岐
ノ
詫
間
」
の
描
写
(
表
団
H
項
)
は
、
「
海
遠
近
キ
庭
ナ
レ
パ
、
毒

霧
御
身
ヲ
侵
シ
テ
療
海
ノ
気
冷
ジ
ク
、
漁
歌
牧
笛
ノ
タ
ベ
ノ
設
、
嶺
雲
海
月
ノ

秋
ノ
色
」
が
「
亥
ヲ
催
シ
、
御
涙
ヲ
添
ル
」
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
一
部
の
諸
本
に
し
か
な
い
「
土
佐
ノ
畑
」
の
描
写
(表
同
F
項
)
を

見
る
と
、
「
南
ハ
山
ノ
傍
ニ
テ
高
ク
、
北
ハ
海
遁
ニ
テ
下
レ
リ
」
と
地
理
的
描

写
が
な
さ
れ
、
そ
の
上
で
「
松
ノ
下
露
」
「
磯
打
波
ノ
音
」
が
涙
を
誘
う
も
の

と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

(注
U
)

一
宮
の
土
佐
配
流
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
巻
十
八
に
は
「
土
佐
ノ
畑
ト

(
注
問
。

云
所
ノ
ア
サ
マ
シ
ク
、
此
世
中
共
究
ヌ
浦
ノ
ア
タ
リ
ニ
流
サ
レ
テ
」
と
あ
る

が
、
巻
四
と
合
わ
せ
て
考
え
て
も
、
一

宮
の
配
流
地
の
有
様
が
立
体
的
に
浮
か

そ
の
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び
あ
が
っ
て
来
る
わ
け
で
は
な
い
。

「土
佐
ノ
畑
」
に
相
当
ス
ル
ト
考
え
ら
れ

(
注
目
〉

る
、
現
在
の
高
知
県
幡
多
郡
大
方
町
の
地
理
に
比
し
て
み
て
も
、
巻
四
の
「
南

ハ
山
ノ
傍
」
「北
ハ
海
港
」
と
い
う
描
写
と
現
地
と
は
結
び
つ
か
な
い
。
そ
し

て
、
す
で
に
第
二
章
で
瞥
見
し
た
が
、
毛
利
家
本
が

「讃
岐
ノ
詫
間
」
の
描
写

の
あ
と
に
「
此
有
様
ヲ
侍
へ
承
テ
袖
ヲ
ヌ
ラ
サ
ヌ
者
ハ
無
カ
リ
ケ
リ
、
浅
増
卜

云
モ
ヲ
ロ
カ
也
」
と
記
し
た

一
文
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
『
太
平
記
』
作
者

は
、
「土
佐
ノ
畑
」
や

「讃
岐
ノ
詫
間
」
に
つ
い
て
実
見
し
た
と
は
考
え
ら
れ

ず
、「
停
へ
承
」
る
と
と
が
限
度
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
先
に
触
れ
た
「
南
ハ
」
「
北
ハ
」
と
い
う
表
現
も
、
地
理

的
実
景
描
写
と
い
う
よ
り
は
、
二
つ
の
配
流
地
描
写
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る

グ
対
句
的
表
現
d

の
中
に
解
消
さ
れ
て
行
く
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
二

皇
子
の
配
流
に
つ
い
て
も
、

別
表
(数
字
の
左
、
カ
ッ

コ
内
の
記
号
は
表
同
と

一
致
す
る
)

兄
爪

一
宮
)
|
佐
々
木
時
信
l
土
佐
ノ
畑
|
有
井
三
郎
左
衛
門
尉

弟
(
妙
法
院
)!
長
井
高
広
|
讃
岐
ノ
詫
間
|
宅
間
三
郎

と
い
う
よ
う
に
図
式
化
し
て
み
る
と
、
乙
の
章
段
そ
の
も
の
が
、
対
句
的
構
成

を
と
り
う
る
条
件
を
持
っ
て
い
た
と
見
る
事
が
で
き
る
。

玄
玖
本
等
が
、
巻
十
八
で
詳
述
さ
れ
る
ご
宮
御
息
所
事
」
を
も
視
野
に
入

れ
、
巻
四
で
は
「
有
井
三
郎
左
衛
門
尉
」
も
「
宅
間
三
郎
」
も
記
さ
ぬ
事
に
よ

って、

ま
た
違
っ
た
対
句
的
構
成
を
保
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
ぬ
事
も
な
い
。
し

か
し
、

「宅
間
三
郎
」
は
出
さ
ず
と
も
、
「
讃
岐
ノ
詫
間
」
の
描
写
は
あ
る
わ
け

だ
か
ら
、

や
は
り
「
土
佐
ノ
畑
」
の
描
写
が
な
い
諸
本
の
場
合
、
と
の
章
段
と

し
て
の
緊
密
度
は
薄
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い。

そ
の
意
味
で
、

一
宮

・
妙
法
院
の
配
流
を
語
る
と
の
章
段
に
つ
い
て
は
、
正

木
本

・
西
源
院
本
の
よ
う
な
本
文
に
、
単
な
る
記
録
で
は
な
い
文
学
と
し
て
の

(注
M
〉

『
太
平
記
』
の
、
原
初
的
形
態
を
想
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

12① 、__.

テ ニ 今流 = 
昨成埋マシ 月
日ラ Jレデ 奉 八

先帝既パヤ共、ハ Jレ。ヲ ー目 流

ヲ ト、 都ノ 縦秋到i 協次 宮務卿親王中
モ仰ν アノ ノ

布流辞z タ下 御書シ リニ
奉 ニ 死

i念器祈 毛て
ニヲ
テノす

ト 兎龍原門上

、 、
本

替、有角モ 土佐 佐々

国ケモ 畑ノ 木大
ノレセノ

斐其甲 モノ
時信官 程猿成ノ、苔よ:.今竺才

ナヤ 埋 テ ヲニ
ク トモハ 警 一 義
テ 、Jレ縦

国ニテ、 尊良親宮既天共 ヒ
ニ ニ 、愁
都仰都刑
ヲテノノ 土佐王ヲ 輝

有御出 祈念御 辺ニテ 下死ニ ノ ノす
畑

シ有 、テ へ佐
カシ蒐 遷 々 本
ハカニ 龍門

五i、トモ

モ、 角ニ 原上

ー々

重宝旦
給洛年正
プシ 西

人テ十月々 、
源、

院

本

、被ニ 入道
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武
士
共
申
合
ヒ
ケ
ル
ヲ
聞
召
テ
、
御
祈
念
ノ
御
漆

モ
ナ
ク
、
最
心
細
ク
思
召
ケ
ル
庭
ニ
、
武
士
共
数

多
参
リ
テ
、
中
門
ニ
御
輿
ヲ
差
寄
セ
タ
レ
パ
、
押

ヘ
ヵ
、
不
タ
ル
御
泊
ノ
中
ニ
、

セ
キ
留
ル
柵
ゾ
ナ
キ
沼
河
イ
カ
ニ
流
ル
、
浮
身

ナ
ル
ラ
ン

23② 

向
日
、
妙
法
院
二
品
親
王
ヲ
モ
、
長
井
左
近
大
夫

嶋
崎
製
制
局
内
側
部
時
ヨ
ァ
、讃
岐
園
へ
流
シ
奉
ル
。

問
時
寸
封
丘
倣
域
再
ぺ
封
升
科
バ
ヲ
骨
吋
ヴ
↓
d
邑

替問

3
d湾
吟
間
夜
ヲ
、
制
d.
議実，ペ給

外
け
円
。
憂
名
モ
替
-
フ
ヌ
同
ジ
道
ニ
、
而
モ
別
テ
赴

キ
給
、
御
心
ノ
中
コ
ソ
悲
ケ
レ
。
初
ノ
程
コ
ン
別

叶
判
刑
制
判
割
引
川
刻
、
十
一
日
ノ
暮
程
ニ
ハ
、

一
宮
モ
妙
法
院
モ
諸
共
ニ
兵
庫
ニ
着
セ
給
タ
リ
ケ

レ
パ
、
一
宮
ハ
是
ヨ
リ
御
舟
ニ
メ
シ
テ
、
土
佐
ノ

畑
へ
可
ν
有
ニ
御
下
-
由
閲
へ
ケ
レ
パ
、
御
文
ヲ
参

セ
玉
ケ
ル
ニ
、

今
マ
デ
ハ
同
ジ
宿
リ
ヲ
尋
来
テ
跡
無
キ
波
ト
間

ゾ
悲
キ

一
宮
御
返
事
、

明
日
ヨ
リ
ハ
逃
無
キ
波
ニ
迷
共
通
フ
心
ヨ
シ
ル

ベ
共
ナ
レ

配
所
ハ
共
ニ
四
国
ト
関
ユ
レ
パ

、
セ
メ
テ
ハ
同

i3③ 
、._/

御
泊
ノ
中
ニ
カ
ク
ハ
カ
リ
、

セ
キ
ト
ム
ル
シ
カ
ラ
ミ
ソ
ナ
キ
泊
川
イ
カ
ニ
流

ル
、
ウ
キ
身
ナ
ル
ラ
ン

ト
請
シ
給
シ
カ
ハ
、
誠
ニ
モ
ト
覚
テ
御
警
固
ノ
武

士
モ
皆
、
泊
ヲ
ソ
促
ケ
ル

妙
法
院
三
品
親
王
ヲ
モ
、
長
井
左
近
大
夫
将
監

高
庚
ヲ
御
警
固
ニ
テ
、
讃
岐
圏
へ
流
泰
ル
o

左
兵

衛
督
為
明
モ
御
共
ニ
テ
同
国
へ
ソ
被
流
ケ
ル
。

御
出
ハ
別

ニ
有
シ
カ
ト
モ
行
末
マ
(
ニ
)
テ
ハ

一
宮
モ
妙
法
院
モ
兵
庫
ニ
着
セ
給
ケ
レ
ハ
、
御
倹

有
テ
互
ニ
音
信
有
ケ
ル
ニ
、

一
宮
カ
ク
ソ
遊
シ
ケ
ル
、

イ
ト
セ
メ
テ
ウ
キ
人
ヤ
リ
ノ
道
ナ
カ
ラ
同
シ
泊

ト
間
ソ
ウ
レ
シ
キ

返
支
細
々
ト
遊
テ
其
奥
-一

明
日
ヨ
リ
ハ
跡
ナ
キ
浪
ニ
迷
ト
モ
フ
通
心
ヨ
知

へ

ト

モ

ナ

レ

ト

サ
テ
モ
ウ
キ
ナ
カ
ラ
配
所
ハ
共
ニ
四
国
ト
閏
へ
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宜⑦ G@ i?⑤ 
、ーノ 、、J

γ 哀霊月嶺テ ノ地 モ枕リクテ ハ慰園

。ヲ 担海軽是詫間ヲ妙最遠ノテ 、奉置有井 、タムニ
催 モ経ク下、北 産ユーテ

重シ、秋ノ 気事ノ 近海通着セニ 見テ、是ハ 成ニケ ニ削ヘ イマト 逢ハ海詰ル、 三喜郎門
タ節モ
ノフトア 流
畑波モレ

ノ キ給嶋ヨリテ語ニ ヘニ念カ
ヲ色ク慮フノ Eリ| 。 、 テト 赴潜ジシ
添、、ナ。吹 是ノ下申尉tl カレ，恩、

Jレ楠四歌牧漁笛 レ 上別 ノ沼レハ セ行召事風問 布媒 パヨレミヲリ 、館 給 、ケ

ト孟刷 、 船リテ 通添 南ノ へ身 Jレ

ナ 毒霧御身 、 フ、松ハ傍 パヲモノ

ラ耳J ノ ニ備前園 郷故磯打波 ノ山ニ 浮舟叶ハ便ニ
本ズ遮タ 召 下ノ

トベ テ ノ露扉 傍ー ニデモ
P 一眼ノヲ 、迄 、ノ ニ 室 任， 

事Z工事整侵 讃岐ハ 夢路音御 ニテヲ セ一変
ナ、、シ 陸 懸高構 ツ宮ヲ

ヒ 事竹始 夏ハ童青 シ 詰ヲ
シ揚リニカヌ

テサナ 、 、此 経妙法院 テテタ念ワレ
猿浅 、レシ 哀 海濠所ニテ 土佐行末 ユシスハ
苑花 ート、ヲ ハソ タ恩召 風
敷 人モ 催ノノ海着児ハ ノモフ ノセ 義 l
キ閏ノ都 シ秋気辺セ嶋i 畑イ浪ケ便メ
賎 /祈御ヲ 、ノ冷近給ノ ヘサニレニテ

屋ニ玉ノ ニ御出 泊御色、シクキノケレ吹上分引 トヤコト 、国同
趣雲白カモウ

遷瑚誓ノ ヲ捻、喜 ョテ セ レ不キニ 輝
給ノ行 ヲテ

セ2セヨ Jレ テ 請舟前備 ヘウ、叶慰モ
給 給千リ 媒 ν ハカ身、ム有カ
ヘハケ ト霊裏ニ闘 レヲ一一
ハナノレ日 ナ ν ノ 梓 7 迷舟浮宮フシ 本
、レトノ ラ眼晩御身 、テ エハシ、

ササカ摩護 ズ支ノ 讃岐 ハ Jレニ兵庫 ト支
コセヤ トト声ヲ 陸地 心帆 モ悶
ソ給 、ヲ云テ、侵ノ 治ヲヨ互ヒ

修日ffi浸ケヨ先ノ シ是 間第モ テ

ルリ 喜之靭ナ哀 テモ
三二遠 、北奉レ 有井

覇空宮、 、之 シヲ 質海之朱冷管海遁近 郎E法院 ク イハ間三 西毎結縁 、催 ー 成下ト
第日 シ秋 長 Z員、Hi
宮四三時ヤト御析 、之色 所キ

胃ヲリへ富下占 源、
ヲ之食恩ノ 涙御 、シナ

讃ハ岐園 、テ、 沼ノ レリ ハ 尉カハ護局ヲ都、レ
但摩ケニ 是 ヲ 、 、館之傍 院
馬ヲンヤ ノレ耳 ノソ松南
国千、有 媒ニ 毒霧 ヘ ミへノハ

へ 日御着岸之 ケ
トフ 奉

故郷遇 、下露扉 傍ニ山 室ニー "" 本カン ナレノ 奉
間 ラ眼御 流

被ν 其又済
ヌニ身 ア 之波之磯打 ニテヲ 流

ト遮 ヲ
、
夢 !怒高構 ア、
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先
皇
ヲ
パ
任
二
承
久
例
-
ニ
、
隠
岐
園
へ
流
シ
可
ν

進
ニ
定
マ
リ
ケ
リ
、

御
意
ヲ
傷
シ
メ
給
-
フ
ン
ト
推
量
レ
テ
哀
也
、

〈
俊
明
極
来
朝
参
内
事
〉

去
程
ニ
宮
々
ヲ
始
進
テ
卿
相
雲
客
ニ
至
マ
テ
死

罪
配
流
ニ
行
ヒ
奉
リ
ヌ
。
先
帝
ヲ
ハ
承
久
ノ
例
ニ

任
テ
、
隠
岐
闘
へ
遷
幸
成
奉
ベ
シ
ト
評
定

一
決
シ

タ
リ
ケ
ル
ガ

I@ 〈
注
記
)

i
、
「
太
平
記
巻
四
の
考
察
」
(
『
国
文
』
第
十
五
号

・
昭
和
初
年
6
月)。

日
、
巻

一
で
は
「
重
成
」
と
す
る
本
(
流
布
本

・
西
源
院
本
な
ど
)
も
あ

る
。
『
参
考
太
平
記
』
は
、
『
足
助
系
図
』
に
拠
っ
て
、
六
条
河
原
で
新
首

と
な
っ
た
の
が
重
範
の
子
「
重
政
」
で
あ
る
と
注
す
る
。
な
お
、
天
正
本

は
、
斬
首
を
元
弘
二
年
五
月
三
日
と
す
る
。

3
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
拠
れ
ば

「頼
春」。

4
、
巻
一
「
頼
員
回
忠
事
」
。

5
、
③
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
玄
玖
本
・
西
源
院
本
が
三
首
、
焚
舜
本
・
流

布
本
が
二
首
、
義
輝
本
が
一
首
と
な
っ
て
い
る
。

6
、
『
増
鏡
』
巻
十
六
「
久
米
の
さ
ら
山
」
に
は
「
中
務
の
御
子
、
土
佐
国

へ
お
は
し
ま
す
。
御
供
に
矯
明
中
将
ま
い
る
」
と
あ
る
。

7
、
一
字
不
明
。
「
ハ
」
か
。

8
、
流
布
本
お
よ
び
、
義
輝
本
・
西
源
院
本
を
対
照
表
と
し
た
。

9
、
表
同
の
う
ち
、
「
流
布
本
(
慶
八
古
)
」
は
、
第
一
章
冒
頭
に
注
記
し
た

も
の
。
「
流
布
本
(
元
八
整
)
」
は
、
元
和
八
年
付
訓
仮
名
交
り
整
版
本
。

な
お
、
「
前
田
家
本
」
は
巻
三
、
「
き
り
し
た
ん
版
太
平
記
抜
書
」
(
全
六

巻
)
は
巻
ニ
o

m、
注
1
の
鈴
木
論
文
も

「法
体
の
妙
法
院
宮
に
関
す
る
記
述
と
す
る
べ
き

で
あ
ら
う
」
と
す
る
。

日、

巻
十
八
「
春
宮
還
御
事
付
一
宮
御
息
所
事
」。

ロ
、
西
源
院
本
に
よ
る
。
玄
玖
本
・
流
布
本
等
だ
け
で
な
く
、

巻
四
を
欠
く

神
田
本
・
京
大
本
も
同
文
で
あ
る
。

日
、
拙
稿
「
尊
良
親
王
配
流
露
を
め
ぐ
っ
て
|
『
太
平
記
』
の
一
研
究

|
」

(
『
王
朝
』
第
九
冊
・
昭
和
日
年
6
月
)
参
照
。

日
比
、
注
1
の
鈴
木
論
文
は
、
西
源
院
本
系
の
本
文
に
「
原
初
的
形
態
が
あ
る

程
度
は
残
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
、
認
め
る
べ
き
だ
と
恩
ふ
」
と
し
、
最
新

刊
の
永
積
安
明
氏
の
『
太
平
記
』
(
一
九
八
四
年
六
月
二
五
日
刊
・
岩
波

書
庖
)
も
、
「
西
源
院
本
な
ど
は
、
中
で
も
古
い
形
態
を
と
ど
め
た
伝
本

で
あ
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

な
お
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
諸
本
の
写
真
版
を
お
見
せ
い
た
だ
い
た

長
坂
成
行
氏
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
。
(
昭
和
回
年
9
月
4
日
)

(
本
学
助
教
授
)
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